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1987年 11月、『東洋学文献類目』はCHINA3という名前のデータベースとして、
京都大学大型計算機センターで運用が開始された。その後 2000年 10月、CHINA3
という名称はそのままに、京都大学人文科学研究所附属漢字情報研究センターの
データベースとして、運用が継承された。本稿では CHINA3の歴史について、ご
くかいつまんで述べる。

1 CHINA1とCHINA2

CHINA3というからには先行するCHINA1とCHINA2があるはずだ、と考える
のは自然なことである。しかし、実はCHINA1とCHINA2は、『東洋学文献類目』
とは何の関わりもない。CHINA1と CHINA2は、京都大学大型計算機センターの
FAIRS上に構築されたデータベースの名称であり、CHINA1は『明代登科録彙編』
を、CHINA2は『樊南文集』を、それぞれデータベース化したものだった [3, 5]。
1980年 9月、京都大学大型計算機センターでは、「FAIRS日本語処理 (JEF)版」と
いうデータベースエンジンの運用を開始していた。これを用いた漢字データベー
スの研究開発が企画されたが、その対象の 1つとして、京都大学人文科学研究所附
属東洋学文献センターとのタイアップで、『明代登科録彙編』が選ばれたのである
[1]。その後、『樊南文集』と『東洋学文献類目』が、データベース化の対象として
ピックアップされたことから、『明代登科録彙編』には CHINA1、『樊南文集』に
は CHINA2、『東洋学文献類目』には CHINA3というデータベース名が、それぞ
れ付与されたのである。

2 CHINA3の開発
『東洋学文献類目』のデータベース開発計画が、京都大学大型計算機センターに
おいて承認されたのは、1981年 5月のことである [2]。7月にはフォーマットの検討
が開始され、10月にはカードの書式と FAIRSのフィールド †が決定された (図 1)。
このフォーマット中、もっとも特徴的なのは、「排列のための手がかり」という
フィールドがあることである。ここでいう排列とは、冊子体の『東洋学文献類目』
を作成する際の排列である。すなわち、1年分のデータをまず「分類コード」で
ソートし、さらに各分類内を「排列のための手がかり」でソートすれば、冊子体で
印刷する順序にデータが並ぶという仕掛けになっていた。つまるところ CHINA3
は、共用データベースとしての運用よりは、冊子体を印刷するためのオフセット
版下作成を狙ったものだった [4, 8]。

∗京都大学人文科学研究所附属漢字情報研究センター
†MARCでのタグに相当するものだが、FAIRSではフィールド名の先頭の 1文字は英字という

ことになっていた。
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図 1: 東洋学文献類目電算化のためのフォーマット [4]
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ところが、データベースとしての運用を考えた場合には、これが問題となった。
冊子体を印刷する際に、これまでの『東洋学文献類目』の伝統を踏襲するならば、
漢字は全て正字‡にしなければならない。しかし、データベースの検索者は、常用
漢字で検索をおこなってしまうことが多く、その結果、正字にはマッチングが起
こらない。このジレンマを解決するため、たとえば論文の表題に対するフィール
ドに Tと T1の 2つを設け、Tには正字による表題を、T1には常用漢字による表
題を、それぞれ格納することにしたのである [6]。
『東洋学文献類目』は 1980年度分までは、旧来の手作業によるデータカードの分
類とソートをおこない、写植組版で発行された。1981年度分が CHINA3の最初の
データとなり、1981年 12月にデータ入力を開始して、1984年 3月に初のオフセッ
ト版冊子体として発行された。さらに 1984年度分までデータが入力され、1984年
度版の冊子体が発行された後、1987年 11月 5日§に CHINA3は、京都大学大型計
算機センターの共用データベースとして公開されたのである [7, 9]。

3 WWWとCHINA3

しかし、公開後 10年もすると、CHINA3は非常に使いにくいものとなってし
まっていた。CHINA3は FAIRS上のデータベースであり、漢字コードには富士通
の JEFを使っていた [9]。つまり、JEF拡張漢字を使えない端末では、表示が化け
てしまうのである。
これを解決する窮余の策として、Web版CHINA3が、京都大学大型計算機セン
ターで 1998年 2月に公開された [10]。Web版 CHINA3は、京都大学大型計算機
センターのCHINA3を、WWWから検索にいくためのインターフェースであり、
データベースエンジンには FAIRSをそのまま用いていた。したがって、検索には
京都大学大型計算機センターの利用者番号が必要だった (図 2)し、検索結果も JEF
拡張漢字が画像で埋め込まれるものの、FAIRSの出力そのままといった趣 (図 3)
のものだった。

2000年 4月、京都大学人文科学研究所附属東洋学文献センターが京都大学人文
科学研究所附属漢字情報研究センターに改組されると同時に、CHINA3を漢字情
報研究センターに移転する作業が開始された。自前のデータベースを立ち上げる
ことにしたのである。ただし、京都大学大型計算機センターでの 20年分のデータ
を生かす必要があったことから、フィールド等は最小限の手直しとした。また、京
都大学大型計算機センターでのデータ入力と冊子体版下作成は 2000年度分を最終
とし、2001年度分からは、自前のデータベースへの直接入力かつ版下作成という
形を取ることになった。

2000年 10月に京都大学人文科学研究所附属漢字情報研究センターで公開された
CHINA3 for WWWは、データベースエンジンに xemacsを使用したものだった。
検索に利用者番号などは必要なく (図 4)、検索結果の表示もわかりやすいものと
なった (図 5)。CHINA3は、真の意味での共用データベースになったのである。

‡康煕字典でいうところの正字。
§翌週には漢籍担当者職員講習会 (漢籍電算処理)がひかえており、そこでは CHINA3の実習が

予定されていた。
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図 2: Web版CHINA3表紙画面 [11]
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図 3: Web版CHINA3検索結果 [11]
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図 4: CHINA3 for WWW表紙画面 [12]
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図 5: CHINA3 for WWW検索結果 [12]
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現在のCHINA3は、データベースの文字コードを UTF-8に変更すると同時に、
データベースエンジンに PostgreSQLを採用しており、より高速で汎用性の高い
データベースとなっている [13]。また、1980年度以前のデータへの遡及入力も開
始しており、『東洋学文献類目』発刊以来の全データが揃う日も、そう遠くない。

CHINA3の今後の発展に期待されたい。
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